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五
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九
八
三
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よ
り
実
施
さ
れ
た
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
、

判
明
し
た
が
、
南
の
馬
場
屋
敷
遺
跡
に
は
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ら
に
下
層
遺
跡
が
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そ
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四
を
見
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し
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庭
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1984年出上の木簡

出
土
し
た
木
筒
、
及
び
墨
痕
を
消
失
し
た
が
形
態
的
に
類
似
す
る
資
料
は
合

計

一
〇
九
点
を
数
え
た
。
未
整
理
の
も
の
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
に
分
類
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

第

一
類

（ω
！
⑦
）、
そ
れ
ぞ
れ
紀
年
銘

。
花
押

・
焼
印
が
施
さ
れ
、
「
か
や
」

「
か
や
の
か
た
」
等
の
主
意
が
読
め
る
。
こ
れ
ら
は
山
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
、
茅
札
即
ち
茅
苅
り
の
鑑
札

・
許
可
証
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
古

川
」

「
よ
し
へ
」
は
地
名
と
考
え
ら
れ
、
近
く
に
古
川
が
あ
り
、
吉
江
館
が
あ

る
。

「
摩
た
」
は
札
で
あ
ろ
う
。

第
二
類

（③
ｌ
⑩
）、
一暴
面
の
年
号
以
外
は
墨
痕
が
明
瞭
に
も
か
か
わ
ら
ず
判

読
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
の
一
部
は
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
類

（⑪
ｌ
の
）、
形
態
的
に
は
数
種
に
わ
か
れ
る
が
総
て
に
呪
旬
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ン」
の
う
ち
①
ｉ
⑩
は
蘇
民
将
来
呪
札
で
あ
り
、疫
病
除
と
し
て
祭
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
他
は
前
者
の
呪
旬
や
符
形
を
見
な
い
が
、
い
ず
れ
も
同

様
な
災
厄
け
の
呪
札
で
あ
ろ
う
。
蘇
民
将
来
札
の
蘇
の
文
字
は
必
ず
禾
と
魚
を

左
右
逆
に
記
す
の
を
常
と
す
る
。
こ
こ
に
多
く
見
ら
れ
る
☆
＝
五
形
や
◆
Å
＝

六
星
全
（鬼
）
は
蘇
民
将
来
の
呪
図
で
あ
る
う
。
同
じ
く
く
日
日
は
，ハ
ン
・
ア
・

イ
の
三
字
か
、
バ
ン
・
ア
ー
ク
の
二
文
字
か
明
確
に
出
来
な
い
が
蘇
民
将
来
を

表
わ
す
種
子
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
⑭

。
⑭

・
側

・
④

・
側

・
側
に
見
ら
れ
る
日

・
月

ｏ
日
の
集
合
は
星
符
等
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
呪
句
と
考
え
ら
れ
、

戸

・
戸
は
文
字
通
り
屍
で
あ
り
そ
の
中
に
厄
鬼
を
開
込
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑩
の
幹
は
本
来
四
縦
五
横
で
表
現
さ
れ
九
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
書
き
誤
り

で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
俗
信
で
十
宇
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
不
明
で
あ
る
。

急
々
如
律
令
は
漢
代
の
公
文
書

の
用
語
で
あ
る
が
、
符
呪
者
の
呪
言
と
な

っ
た

し
、
九
々
八
十

一
等
は
、
九
官
八
十

一
神

の
表
現
で
最
大
の
願
文
が
こ
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

尚
側
は
分
類
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
が
こ
こ
に
図
示
し
た
。
こ
の
他
断
片
的

な
も
の
も
あ
る
が
省
略
し
た
。
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